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――――――――― 1 ――――――――― 

2008.4.17 比較現代日本論研究演習比較現代日本論研究演習比較現代日本論研究演習比較現代日本論研究演習 I (田中重人田中重人田中重人田中重人) 

第第第第 2 回回回回「「「「SPSS 入門入門入門入門」」」」目次目次目次目次 
1.  データデータデータデータのののの配布配布配布配布 
2.  SPSS ののののウインドウウインドウウインドウウインドウ構成構成構成構成 
3.  変数値変数値変数値変数値のののの再割再割再割再割りりりり当当当当てててて 
4.  出力出力出力出力のののの読読読読みかたみかたみかたみかた・・・・印刷印刷印刷印刷 
5.  そのそのそのその他他他他ののののプログラムプログラムプログラムプログラム 

――――――――― 2 ――――――――― 

【【【【データデータデータデータ回収回収回収回収からからからから入力入力入力入力までまでまでまで】】】】 
★ ID 付与付与付与付与ととととエディティングエディティングエディティングエディティング 
★ コードコードコードコード表表表表ととととコーディングコーディングコーディングコーディング 
★ ファイルファイルファイルファイル作成作成作成作成 
★ クリーニングクリーニングクリーニングクリーニング 

――――――――― 3 ――――――――― 

【【【【データデータデータデータのののの配布配布配布配布】】】】 
1995 年年年年 SSM 調査調査調査調査 B 票票票票のののの一部一部一部一部 
★★★★ 全国全国全国全国からからからから 70 歳以下歳以下歳以下歳以下のののの有権者有権者有権者有権者をををを 
  層化層化層化層化 2 段無作為抽出段無作為抽出段無作為抽出段無作為抽出 
★★★★ 訪問面接法訪問面接法訪問面接法訪問面接法 
cf.  (2000200020002000)『『『『日本日本日本日本のののの階層階層階層階層システムシステムシステムシステム』』』』((((全全全全 6666 巻巻巻巻))))    

    東京大学出版会東京大学出版会東京大学出版会東京大学出版会。。。。

――――――――― 4 ――――――――― 

★★★★ 意識項目意識項目意識項目意識項目とととと基本的属性基本的属性基本的属性基本的属性にににに限定限定限定限定 
  (調査票の×印はデータセットにない項目) 
★★★★ 250 ケースケースケースケースををををランダムランダムランダムランダムにににに抽出抽出抽出抽出    

★ 流出流出流出流出しないようにしないようにしないようにしないように 
★★★★ 変数変数変数変数ラベルラベルラベルラベルはははは菅野剛菅野剛菅野剛菅野剛 

 (日本大学日本大学日本大学日本大学) 氏氏氏氏によるによるによるによる 

――――――――― 5 ――――――――― 

【【【【データデータデータデータ・・・・セットセットセットセット】】】】 
★ ケースケースケースケース ×××× 変数変数変数変数 
★ 変数変数変数変数はははは変数名変数名変数名変数名でででで管理管理管理管理 
★ 変数名以外変数名以外変数名以外変数名以外にににに「「「「ラベルラベルラベルラベル」」」」 
★★★★ 無回答無回答無回答無回答などのなどのなどのなどの欠損値欠損値欠損値欠損値 (.)

――――――――― 6 ――――――――― 

【【【【SPSS ののののウインドウウインドウウインドウウインドウ構成構成構成構成】】】】 
●●●● データデータデータデータ・・・・エディタエディタエディタエディタ 
● シンタックスシンタックスシンタックスシンタックス・・・・エディタエディタエディタエディタ 
● 出力出力出力出力ビューアビューアビューアビューア 
 

――――――――― 7 ――――――――― 

【【【【メニューメニューメニューメニューととととシンタックスシンタックスシンタックスシンタックス】】】】 
★ 分析手法分析手法分析手法分析手法をえらぶをえらぶをえらぶをえらぶ    

★ 必要必要必要必要ななななオプションオプションオプションオプションをををを指定指定指定指定    

★ 「「「「貼貼貼貼りりりり付付付付けけけけ」」」」ををををクリッククリッククリッククリック    

★★★★    シンタックスシンタックスシンタックスシンタックスのののの必要部分必要部分必要部分必要部分をををを選選選選

択択択択してしてしてして実行実行実行実行 ( ( ( (4444))))    

――――――――― 8 ――――――――― 

【【【【変数値変数値変数値変数値のののの再割再割再割再割りりりり当当当当てててて】】】】 
データエディタデータエディタデータエディタデータエディタののののメニューバーメニューバーメニューバーメニューバーでででで    

● 「「「「変換変換変換変換」」」」→→→→「「「「値値値値のののの再割再割再割再割りりりり当当当当てててて」」」」    

→→→→「「「「他他他他のののの変数変数変数変数へへへへ」」」」    

● 変換先変数変換先変数変換先変数変換先変数のののの名前名前名前名前をつけるをつけるをつけるをつける    

    

――――――――― 9 ――――――――― 

● 「「「「今今今今までのまでのまでのまでの値値値値とととと新新新新しいしいしいしい値値値値」」」」    

● 値値値値のののの組組組組をををを指定指定指定指定したらしたらしたらしたら「「「「続行続行続行続行」」」」    

● シンタックスシンタックスシンタックスシンタックスをををを貼付貼付貼付貼付けてけてけてけて実行実行実行実行    

● 新変数新変数新変数新変数のののの度数分布度数分布度数分布度数分布をををを確認確認確認確認    

● 問題問題問題問題がなければがなければがなければがなければデータセットデータセットデータセットデータセット

をををを保存保存保存保存するするするする    

――――――――― 10 ――――――――― 

【【【【出力出力出力出力ビューアビューアビューアビューア】】】】    
★ 左側に目次、右側に出力内容 

★ エラー表示もここに出る 

【【【【印刷印刷印刷印刷】】】】    
★ 左側の目次で選択 ★ 電源の入れかた 

★ 出力先の切り替え ★ ジョブの確認・取り消し 

★ 印刷前にプレビュ ★ タイル印刷 (2 面, 4 面, ...) 

――――――――― 11 ――――――――― 

【【【【そのそのそのその他他他他ののののアプリケーションアプリケーションアプリケーションアプリケーション】】】】 
● 文書作成 (Word) 
● 表計算 (Excel) 
● 電卓  (アクセサリ)   

――――――――― 12 ――――――――― 

【【【【実習実習実習実習】】】】 
本人年収 (Q44_1)を 
5～7 程度の適当な間隔に区切って 
度数分布表を出力し、 
印刷して提出 

――――――――― 13 ――――――――― 

教科書の序章・第 1 章を読んでおくこと 
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――――――――― 1 ――――――――― 

2008.5.15 比較現代日本論研究演習比較現代日本論研究演習比較現代日本論研究演習比較現代日本論研究演習 I  (田中重人田中重人田中重人田中重人) 

第第第第 5 回回回回「「「「グラフグラフグラフグラフのののの利用利用利用利用」」」」目次目次目次目次 

1. グラフグラフグラフグラフのののの利用利用利用利用 
2. 棒棒棒棒グラフグラフグラフグラフととととヒストグラムヒストグラムヒストグラムヒストグラム 

 

――――――――― 2 ――――――――― 

【【【【グラフグラフグラフグラフのののの利用利用利用利用】】】】 
● 表表表表 (table)……………………正確正確正確正確なななな数値数値数値数値がわかるががわかるががわかるががわかるが、、、、全体全体全体全体

のののの傾向傾向傾向傾向をををを読読読読みみみみ取取取取るにはるにはるにはるには熟練熟練熟練熟練がががが必要必要必要必要 

● グラフグラフグラフグラフ (graph/chart)……………………全体全体全体全体のののの傾向傾向傾向傾向がががが簡簡簡簡

単単単単にににに読読読読みみみみ取取取取れるがれるがれるがれるが、、、、正確正確正確正確さはさはさはさは犠牲犠牲犠牲犠牲になるになるになるになる 
 
初心初心初心初心のうちはのうちはのうちはのうちは、、、、表表表表ととととグラフグラフグラフグラフのののの両方両方両方両方をををを作成作成作成作成してしてしてして

読読読読んでいくのがよいんでいくのがよいんでいくのがよいんでいくのがよい 

――――――――― 3 ――――――――― 

【【【【棒棒棒棒グラフグラフグラフグラフととととヒストグラムヒストグラムヒストグラムヒストグラム】】】】 
● 棒棒棒棒グラフグラフグラフグラフ……………………棒同士棒同士棒同士棒同士のののの間間間間にににに空白空白空白空白

をあけるをあけるをあけるをあける。。。。高高高高ささささ (長長長長ささささ) をよむをよむをよむをよむ。。。。 
●●●●histogram (柱柱柱柱グラフグラフグラフグラフ)……………………柱柱柱柱のののの

間隔間隔間隔間隔をあけないをあけないをあけないをあけない。。。。面積面積面積面積をよむをよむをよむをよむ。。。。 

※※※※縦軸縦軸縦軸縦軸はははは度数度数度数度数またはまたはまたはまたは％％％％ 

――――――――― 4 ――――――――― 

★ 連続量連続量連続量連続量をををを階級分階級分階級分階級分けしたけしたけしたけした場合場合場合場合 
 →→→→ ヒストグラムヒストグラムヒストグラムヒストグラム 

★ それそれそれそれ以外以外以外以外のののの場合場合場合場合 (離散量離散量離散量離散量／／／／ 
名義尺度名義尺度名義尺度名義尺度) →→→→ 棒棒棒棒グラフグラフグラフグラフ 

※※※※度数多角形度数多角形度数多角形度数多角形    (polygon)    はははは複数複数複数複数のののの変数変数変数変数のののの分分分分

布布布布をををを比較比較比較比較するときにするときにするときにするときに便利便利便利便利。。。。    
(教科書 p. 32–36) 

――――――――― 5 ――――――――― 

SPSS では histogram が書きにくい。 
★ recode で整形した上で度数分布表のメニ

ューで「図表…」指定。棒グラフを書く 
★グラフ→インタラクティブ→ヒストグラム

では等間隔の区間に分割してくれる 

棒グラフ ヒストグラム 度数ポリゴン

――――――――― 6 ――――――――― 

Excel を使う場合： 
★ recode で整形した上で度数分布表を出力 
★ 表を Excel にコピーする 
★ 棒グラフを作成 
★ グラフの棒の上で左クリック 

→「データ系列の書式設定」 
→「オプション」 
→「棒の間隔」を 0 にする 

――――――――― 7 ――――――――― 

【【【【実習実習実習実習】】】】    

(1) 本人年収 (Q44_1)を 5～7 程

度の適当な間隔に区切って度数

分布表を出力 
(2) 年齢の度数分布表を出力し、

中央値と 80％点に印をつけよ 

――――――――― 8 ――――――――― 

(3) 適当な変数について棒グラフ

またはヒストグラムを作成 
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2008.6.5 比較現代日本論研究演習 I  (田中重人)

第 8回「φ係数」

1.  自由度 (degree of freedom) 

2.  クロス表分析のふたつの系列

3.  2×2クロス表の性質

4. φ係数 (phi coefficient) 

――――――――― 2 ―――――――――

【自由度】
2×2クロス表では、周辺度数が所与なら、

1つのセル度数が決まればほかも決まる
β

α
1 2 合計

1 a  g－a g

2 i－a h－i＋a h

合計 i j N 

――――――――― 3 ―――――――――

3×3クロス表：セル度数が 4つ決まれば…
β

α
1 2 ３ 合計

1  f 

2  g 

3    h 

合計 i j m N 

k×lクロス表の自由度 (degree of freedom) 

d.f. = (k－1)(l－1)

――――――――― 4 ―――――――――

【クロス表分析の 2つの系列】

● 「％の差」系 (期待度数との差)

＝連関係数

● オッズ比系 (乗法モデル)

＝対数線形分析、ロジット分析

この授業で取り上げるのは前者だけ
――――――――― 5 ―――――――――

【2×2クロス表の性質】

以下、つぎの記号法を使う
β

α
1 2 合計

1 a c g  

2 b d h 

合計 i j N 

――――――――― 6 ―――――――――

(1) 行%は 1列について比較すればよい：

g

c

h

d

h

b

g

a

(2) 行％の差がゼロなら列%の差もゼロ

(3) g=iなら行％の差と列%の差は同じ：

j

c

i

a

h

b

g

a

(4) これら以外の場合、行％の差と列%の差
はちがう値になる

――――――――― 7 ―――――――――

(例 1) 行％の差＝８％

60% 40% 100% 
52% 48% 100% 

(例 2) 行・列とも％に差なし

52 48 100 
52.0% 48.0% 100.0% 
66.7% 66.7%  

26 24 50 
52.0% 48.0% 100.0% 
33.3% 33.3%  

78 72 150 
52.0% 48.0% 100.0% 

(例 3) 行・列とも 10％の差

70 30 100 
70.0% 30.0% 100.0% 
70.0% 60.0%  

30 20 50 
60.0% 40.0% 100.0% 
30.0% 40.0%  

100 50 150 
52.0% 48.0% 100.0% 

――――――――― 8 ―――――――――

【φ係数】
2×2クロス表の「連関」の尺度

ghij

bcad

この係数の意味は?

(分子だけ取り出して考えてみよう)

――――――――― 9 ―――――――――

【SPSSでのφ係数の計算】

「クロス集計表」の「統計」で

「ファイと Cramerの V」をチェック

【宿題】
適当な変数の組み合わせでクロス表 (度数、行％、列％) と

φ係数を出力。表からわかることを書く。

％とφとの関連を考えておくこと。
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2008.6.12 比較現代日本論研究演習 I  (田中重人) 

練習問題 

男性 220 人、女性 200 人を対象にしたある調査結果によると、お酒を呑む者

の率は男性では 60.0%、女性では 45.5%であった (欠損値はないものとする)。 

(1) 次のようなクロス表を作成せよ。小数の値は、小数第 1 位まで書く

こと。 

 呑む 呑まない 合計 

男性 人数 人数 人数 
 （％） （％） （％） 
 期待度数 期待度数  
 残差 残差  
 標準残差 標準残差  

女性 人数 人数 人数 
 （％） （％） （％） 
 期待度数 期待度数  
 残差 残差  
 標準残差 標準残差  

合計 人数 人数 人数 
 （％） （％） （％） 

 

(2) χ2とφ係数を求めよ。計算のプロセスがわかるように書くこと 

 



 1 

2008.6.19 I  ( )

9

1.

2.

3.

 2  3 

5

V

 4  5 

 (table) 

 (figure) 

 6 

1 1

 7 

( )

( ) 100.0%

( )

Cramer  V ( )

 8 

( 100.0 )

1000

1

V 3

2 1

( P<0.05 5% )

 9 

 (heading) 



2008.6.19 比較現代日本論研究演習 I (田中重人) 

授業資料 

 

表 1 性別と性別による不公平感との関連 

性別による不公平   
性別 

「大いにある」 「少しはある」 「ない」 合計 （人）

男性 36.0  50.5  13.5  100.0 (111) 

女性 27.3  56.8  15.9  100.0 (132) 

合計 31.3  53.9  14.8  100.0 (243) 

Cramer's V=0.094   p < 0.05   無回答=7

 
 
 
 
 

表 2 県や市町村の部課長以上の役人に知り合いがいる比率の男女差 

性別 ％ (人)

男性 46.0 (113)

女性 27.6 (134)

合計 36.0 (247)

φ=0.191* 無回答=3 

*: 5％水準で有意 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

図1　性別と性別による不公平感との関連
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図2　県や市町村の部課長以上の役人に知り合いがいる％の男女差
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